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『近畿大学教育論叢』編集発行内規

第１条　近畿大学教育論叢（以下「本誌」という）は、教職教育部が年１回以上発行する。

第２条　本誌の編集、発行の任にあたるため編集委員会を置く。

　　２．編集委員会は、委員長１名、委員若干名をもって構成する。
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教職教育部長により投稿を認められた者はこの限りではない。
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る。

第６条　当該原稿の著作権は、著作者および共著者に帰属する。
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畿大学に与えるものとする。

　　３．近畿大学が当該原稿の電子化・公開を委託する機関に対して、公衆送信権及び複製権
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附　則

　この内規は、平成２４年４月１日から施行する。

 



１）原稿は未発表のものに限る。

２）原稿は原則として、ワープロを使用して作成、提出するものとする。
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た論文については、コピーした原稿１部と、訂正したデータをメールで編集委員会に提出
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８）表、図、写真などは、刷り上がりの大きさを指定し、具体的に指示する。

９）その他原稿の投稿に関しては、編集委員会で協議する。
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⑤必要に応じて大見出し、中見出し、小見出しを用い、その表記は次のようにする。

大見出し　１．２．……

中見出し　�、�……

小見出し　①、②……

⑥引用文献・資料は、以下のように記述する。なお注について文献を示すことも可能とす
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編　集　後　記

令和二年度の近畿大学教育論叢第１号を発行いたします。

本号には、１２本の論文を掲載しています。新型コロナウィルス感染拡大により、本学におい

ても授業のオンライン化が急ピッチで進められました。先生方におかれましては、例年にない

ほどに大変な新年度の準備に加え、論文の執筆にもご注力賜りましたこと、この場を借りて御

礼申し上げます。「学びを止めるな」はもとより、「研究活動も止めない」という先生方の姿勢

は、オンラインでの講義や演習、指導を通して学生たちにも伝わり、励ますこととなるでしょ

う。

近年、教職教育部の専任教員ほかに、他学部の先生方にも多数投稿していただいております

が、教職教育部の専任教員との共著として、今号には、本学の卒業生である現職の教員や、農

学部の学生による論考もございます。『教育論叢』が広く研究発表の場として活用され、『教育

論叢』を通じて教育や研究の繋がりが生まれていることを、編集委員会一同、大変うれしく思

いますとともに、『教育論叢』が「アゴラ」のように機能していくことを切に願い、今後とも

編集活動に力を尽くして参りたいと思います。

これまでに経験したことのない事態に、対応に追われるばかりの数か月であったかと存じま

す。しかし、この経験は、これまでの教育や学校の在り方を根本から見つめ直すきっかけにも

なったのではないでしょうか。こうした教育の本質に切り込んでいくような議論が、『教育論

叢』でも展開されますことを、大いに期待しております。

どうぞ皆様、次号以降もふるってご投稿いただきますよう、お願い申し上げます。
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